
 

 

 

    （１）令和３年度長南町地域公共交通活性化協議会事業報告書 
 

 

 

 

 

 

 

協議会の事業計画 

令和３年６月２２日（火）  第１回活性化協議会 

 

令和３年８月～１１月    長南町の公共交通に関するアンケート調査実施 

 

令和３年１２月２３日（木） 第２回活性化協議会 

 

令和４年２月１７日（木）  第３回活性化協議会（書面開催） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業等の内容 

・協議会の運営 

・地域公共交通計画策定に伴うアンケート調査の実施・集計・分析 

 

 

 

 

 

事業等の成果 

地域公共交通計画を策定するため、地域住民等を対象にアンケート調査を実施

し、集計分析作業を行った。令和４年度は調査結果を参考に地域住民や観光客な

どの移動手段の利便性を高めながら、更なる効率の良い公共交通体系の実現が必

要となっていることから行政機関、交通事業者、地域住民が協働して、地域のさ

らなる発展を支える、町づくりと一体となった持続可能な新たな「地域公共交通

計画」を策定する。 

 

 

 

 

 

備    考 

 

 



 

 

 

       令和３年度長南町地域公共交通活性化協議会決算報告書 
 

 

収入 

科目 金 額（円） 備 考 

交付申請額 

（町の補助金額） 
１，５７２，０００  

地域公共交通調査事業補助金 ５６９，０００ 国からの補助金 

雑入 ７ 
通帳新規作成費用 

貯金利息 

計 ２，１４１，００７  

 

 

 

 

支出 

科 目 金 額（円） 備 考 

運営費 
会 議 費 ９９，８００ 委員報償 

事 務 費 １１，４４０ 振込手数料 

事 業 費 １，３２０，０００ 昭和（株）委託料 

郵便料 ３６，６２４ アンケート調査 

町補助金精算金 ６７３，１３６  

計 ２，１４１，０００  

 

 

 

                   収入総額     ２，１４１，００７円 

                   支出総額     ２，１４１，０００円   

                   差引残額             ７円 
 

 



 

 

 

 

   （２）令和４年度長南町地域公共交通活性化協議会事業計画（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会の事業計画 

令和４年６月２２日(水)  第１回活性化協議会 

 

令和４年８月２６日（金） 第２回活性化協議会 

 

令和４年１１月１７日（木）第３回活性化協議会 

 

令和５年２月上旬     第４回活性化協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業等の内容 

地域公共交通の今後のあり方として、アンケート調査結果を踏まえ地域住民

や観光客などの移動手段の利便性を高めながら、更なる効率の良い公共交通体

系の実現が必要となっていることから行政機関、交通事業者、地域住民が協働し

て、地域のさらなる発展を支える、町づくりと一体となった持続可能な新たな

「地域公共交通計画」を策定する。     

 

 

 

 

 

 

備    考 

 

 



時期 主要事項 作業項目 協議会内容

R4.５ 第1回打合せ

6 　　　 ・課題の整理、基本方針の検討

第1回協議会（6.22水）
・網計画の達成状況の評価
・アンケート調査結果報告
・計画策定の経緯

7
・上位関連計画の整理
・地域現況整理

8 ◇骨子案の完成
・地域現況整理
・計画の目標の検討

第2回協議会（8.26金）
・課題の整理
・計画の目標の提示
・計画骨子案の提示

9
第2回打合せ
・計画素案作成について

・計画の目標の設定
・課題の再整理

※９月定例議会：骨子案説明

10 　　
・施策の検討
・評価スケジュール等の検討

11
第3回打合せ
◇素案の完成

第3回協議会（11.17木）
・計画素案の提示
・目標達成のための施策の提示
・施策の評価指標の提示

12 パブリックコメント 12月定例議会：素案説明

R5.1
第4回打合せ
・計画完成に向けて

計画書の取りまとめ

2 　　 成果品の作成
第4回協議会（日程未定）
・計画完成に向けて最終版の提示

3
計画書入稿～印刷
成果品納品

　　　長南町地域公共交通計画策定業務工程表



 

 

   令和４年度長南町地域公共交通活性化協議会予算（案） 

 
収入 

科目 金 額（円） 備 考 

長南町地域公共交通活性化協議

会運営事業費補助金 
５，２００，０００ 町からの補助金 

地域公共交通策定事業補助金   ２６２，９００ 国からの補助金 

前年度繰越金 ７  

計 ５，４６２，９０７  

 

 

 

 

支出 

科 目 金 額（円） 備 考 

運営費 
会 議 費 ２３０，８００ 委員報償 

事 務 費 ２９，０４０ 振込手数料 

事 業 費 ４，９３９，０００ 地域公共交通計画策定委託費 

町補助金精算金 ２６４，０６０  

その他 ７ 翌年度繰越分 

計 ５，４６２，９０７  

 
 

                   収入総額     ５，４６２，９０７円 

                   支出総額     ５，４６２，９０７円   

                   差引残額             ０円 
 



 

 

 

 

 

 
  

生活交通確保維持改善計画の名称 

  長南町地域内フィーダー系統確保維持計画 

  （計画期間 令和 4年 10月 1日～令和 5年 9月 30日） 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

長南町では、町民の移動手段を確保するとともに、町民の福祉向上を目的として

平成１６年度から車両２台により巡回バスの運行を行っています。役場周辺を起点

として町内全域を４路線に分け、現行の路線バスと極力競合しないようにルートを

設定し運行を行っています。 

 公共交通事情が悪化することにより、人口の流失がさらに進み、地域の衰退が加

速する恐れがあることから、平成２３年度から「長南町地域公共交通総合連携計画」

を策定し、地域内各バス停において地域間幹線系統の民間路線バスと接続でき、か

つ公共交通空白地解消のため、平成２４年１月からデマンド乗り合いタクシーの実

証実験を行い、その後、巡回バスを１台に縮小し、同年１０月にデマンド乗合タク

シーを導入しました。 

 また、平成２９年度から統合小学校の開校に伴うスクールバス導入により、児童

が利用者の大半を占める巡回バスも見直しを迫られました。そこで全ての交通モー

ドを含んだ長期的で持続可能なネットワークを目指すため「地域公共交通網形成計

画」を平成２８年度に策定しました。 

 デマンド乗り合いタクシーは、公共交通空白地解消のためだけでなく、高齢者、

障害者などの移動を支援する補完軸であり、通院、買い物、バス停留所（路線バス）

への乗り継ぎの移動に対応し、他の交通モードの利便性も高めます。 

 公共交通確保維持改善事業を活用し、デマンド乗り合いタクシーを存続させてい

くことが必要であります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）令和５年度生活交通確保維持改善計画について 



 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

 デマンド乗合タクシーの年間利用回数 

 年間４，１１４回×２事業者  合計８，２２８回以上とする。 

（運行回数１７回×計画運行日数２４２日） 

 

 デマンド乗合タクシーの年間利用者数 

 年間４，６００人×２事業者  合計９，２００人以上とする。 

  （※長南町地域公共交通網形成計画 P103参照） 

 

 

 

（２）事業の効果 

 デマンド乗合タクシーを維持することにより、公共交通空白地が解消され、自家用自動車

等を利用できない高齢者などの移動手段が確保される。また地域間幹線系統の民間路線バス

との接続により公共交通ネットワークが連携することで、効率的な運行が実現でき、町民の

外出促進による地域間交流の活性化や健康増進にも大きな効果が期待できる。 

 

 

 

 

 

 

３．２．の目標を達成するために行う事業及びその実施主体 

【実施主体】 

長南町、交通事業者 

（※長南町地域公共交通網形成計画 P100参照） 

【事業】 

  公共交通の利用促進 

   デマンド利用登録者の方に、デマンド乗合タクシーの案内プレートを配付 

   長南町総合交通マップを全戸配布 

 （※長南町地域公共交通網形成計画（６）公共交通の利用促進 P87、P100参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

４．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

 

別添の表１のとおり。 

① 運行地域 

 ・長南町全域でドア・ツー・ドア方式 

②対象者 

・長南町在住の満６５歳以上の方 

・長南町在住で身体障害者手帳（１級から３級）の交付を受けている方でかつ、自力で車

の乗降ができる方 

③運行曜日 

 ・月曜日から金曜日（但し祝祭日並びに１２月２９日から１月３日は除く） 

④運行時間帯 

 ・８時３０分から１７時 

⑤車両台数 

 ・２台 

⑥運行ダイヤ 

・指定しない 

⑦運賃形態 

 ・１人片道５００円 

 ・ペア割 １人片道３００円 

○運行予定事業者決定の経緯 

 ①当該事業者は、一般乗合旅客自動車運送事業の許可を得ている。 

 ②当該事業者は、町内に事業所を有しており、不測の事態にも迅速に対応できるノウハウ

を有し、住民サービスとして欠落することができない本事業を円滑に行えることが期待

できる。 

  ③当該事業者は、長年にわたり地域住民の身近な交通手段として親しまれ、町内地理等の

知識に長け、信頼も厚く安全・安心な輸送が期待できる。 

  ④地元事業者を活用することにより、地場産業の育成や雇用・地域経済の活性化にも大き

な効果が期待できる。 

 

 

５．地域公共交通確保維持事業に要する費用の負担者 

 運行事業者への委託料については、運行経費から運行収入及び国庫補助金を差し引いた額を

長南町が負担している。 

  

  

  

  

６．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

 有限会社 長南タクシー 

ゆたか自動車株式会社 

  

 

 

 



 

７．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

 【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

  ※該当なし 

 

８．別表１の補助対象事業の基準二ただし書に基づき、協議会が平日１日当たりの

運行回数が３回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

※地域内フィーダー系統確保維持関係のため、該当なし 

 

 

９．別表１の補助対象事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村

に準ずる生活基盤が整備されている」認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

※地域内フィーダー系統確保維持関係のため、該当なし 

 

 

10．生産性向上の取組に係る取組内容、実施主体、定量的な効果目標、実施時期 

及びその他特記事項 

【地域間幹線系統のみ】 

※地域内フィーダー系統確保維持関係のため、該当なし 

 

 

11．外客来訪促進計画との整合性 

【外客来訪促進計画が策定されている場合のみ】 

 ※該当なし 

12．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

 

別添の表５のとおり 

 

13．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 
 ※車両を取得しないため、該当なし 

 

14．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 
 ※車両を取得しないため、該当なし 

 

 

 

（２）事業の効果 

 ※車両を取得しないため、該当なし  

 



 

15．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者又は地方公共団体、要する

費用の負担者【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補

助金を受けようとする場合のみ】 

 ※車両を取得しないため、該当なし 

 

16．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

 ※車両を取得しないため、該当なし 

 

17．貨客混載の導入に係る目的・必要性 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 ※該当なし 

 

18．貨客混載の導入に係る定量的な目標・効果 

【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

 ※該当なし 

 

 

（２）事業の効果 

 ※該当なし 

 

 

19．貨客混載の導入に係る計画の概要、要する費用の総額、内訳、負担者及び負担

額【貨客混載導入経費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 
 ※該当なし 

 

 

20．協議会の開催状況と主な議論 

令和４年６月２２日、令和４年度第１回長南町地域公共交通活性化協議会の開催。 

生活交通確保維持改善計画について 

 

  

21．利用者等の意見の反映状況 

 協議会には、関係交通事業者や道路管理者・所轄警察署、地域公共交通の利用者の代表とし

て町議会議員・町区長会長・町社会福祉協議会・町校長会長・公募・町外からの転入者による

委員の参加をいただいており、協議会での議論を反映して計画を作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

22．協議会メンバーの構成員 

町長が指名する者 元長南町社会福祉協議会 事務局長 

千葉県総合企画部

交通計画課長又は

その指名する者 

千葉県総合企画部 交通計画課 企画調整班長 

公共交通事業者 

（一社）千葉県バス協会 

（一社）千葉県タクシー協会 

小湊鉄道（株）長南営業所長 

小湊鉄道労働組合 書記長 

道路管理者 長生土木事務所 次長 

茂原警察署長又は

その指名する者 
茂原警察署長 

地域公共交通の 

利用者 

町議会議員、町区長会長、町商工会長、町社会福祉協議会、町校長会長、

利用者代表 

国土交通省関東運

輸局千葉運輸支局

長又はその指名す

るもの 

関東運輸局 千葉運輸支局 首席運輸企画専門官 

その他町長が必要

と認める者 

茂原市都市建設部 都市計画課長 

長南町福祉課長、長南町学校教育課長 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

（住 所）千葉県長生郡長南町長南２１１０番地                 

（所 属）長南町役場企画政策課                 

（氏 名）企画調整係 主任主事：佐久間                  

（電 話）０４７５－４６－２１１３                 

（e-mail）kikaku@town.chonan.lg.jp                 

 

 



表１　地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者（地域内フィーダー系統） 令和5年度

起点 経由地 終点
運行態様の
別

基準ハで
該当する
要件
（別表７・９）

補助対象地域間幹
線系統等と接続の
確保

基準ホで該
当する要件
（別表７のみ）

（注）

１．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名等」に運賃低廉化を行う運行サービスの名称を記載すること。

２．区域運行又は乗用タクシーによる運行の場合は、運行系統の「経由地」に営業区域又は運賃低廉化対象地域を記載することとし、「起点」、「終点」及び「系統キロ程」について記載を要しない。

３．「系統キロ程」については、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで記載すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄に「循環」と記載すること。

４．「利便増進特例措置」については、地域公共交通利便増進計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合のみ「○」を記載すること。

５．「運行態様の別」については、路線定期運行、路線不定期運行、区域運行、乗用タクシーによる運行の別を記載すること。

６．「補助対象地域間幹線系統等と接続の確保」については、地域内フィーダー系統が接続する補助対象地域間幹線系統又は地域間交通ネットワークとどのように接続を確保するかについて記載すること。

７．乗用タクシーによる運行の場合は、「運行系統名」「利便増進特例措置」について記載を要しない。

８．本表に記載する運行予定系統を示した地図及び運行ダイヤを添付すること。乗用タクシーによる運行の場合は、営業区域を示した地図を添付すること。

復　　　ｋｍ
回

往　　　ｋｍ
日

復　　　ｋｍ

復　　　ｋｍ

(5)
往　　　ｋｍ

日 回

長南営業所バス停で地
域間幹線系統牛久線、
茂原長南線との接続

③
復　　　ｋｍ

(3)
往　　　ｋｍ

日 回

長南営業所バス停で地
域間幹線系統牛久線、
茂原長南線との接続

③

ゆたか自動車株式会社 (2) 長南町デマンド 町内全域
往　　　ｋｍ

２４２日 4,114回 区域運行 ②(１)

２４２日 4,114回 区域運行 ②(１)
往　　　ｋｍ

復　　　ｋｍ

長南町

(1) 長南町デマンド有限会社　長南タクシー 町内全域

(4)

地域内フィーダー系統の基準適合
（別表７・別表９・別表１０）

市区町村 運行予定者名
運行系統名等
（申請番号）

計画
運行
回数

計画
運行
日数

系統
キロ程

運行系統
利
便
増
進
特
例
措
置



（4）令和3年度地域公共交通網形成計画の評価について          

目標 目標を達成するための取組 調査方法 達成状況・分析 評価・次年度に向けた課題や取組 備考

高速バスの年間利用者数
14,583人（平成２７年）
→16,000人（令和３年）

・町ホームページへ情報掲載
・バスラッピングの実施

バス事業者の有する
乗降データを用いて
計測

13,414人（令和３年度目標未達
成）
・コロナウイルスの影響により
減少した利用者数は回復傾向に
ある。

・ラッピングバス運行を引き続き実施し知
名度アップを図る。
・バスの感染防止対策について町ホーム
ページでＰＲし利用者数の回復を図る。

路線バス牛久系統と茂原長南系統の年間利用
者数
85,968人（平成２７年）
→現況値維持（令和３年）

・町ホームページへ情報掲載
・総合交通マップの作成、配布
・巡回バスとの接続調整

バス事業者の有する
乗降データを用いて
計測

69,784人（令和３年度目標未達
成）
・コロナウィルスの影響があり
牛久系統は利用者数が減少して
いる。

・バスの感染防止対策について町ホーム
ページでＰＲし利用者数の回復を図る。

巡回バスの年間利用者数
2,406人（平成２７年）
→2,600人（令和３年）

・町ホームページへ情報掲載
・総合交通マップの作成、配布
・路線バスとの接続調整
・運転免許証自主返納者支援

町で集計している
データを用いて計測

1,648人（令和３年度目標未達
成）
人口減少及びデマンドタクシー
利用者増加に伴い利用者数は
年々減少傾向にある。

・今年度長南町地域公共交通計画を策定す
る中で、令和３年度に実施したアンケート
調査結果などを参考に、長南町の公共交通
の課題を整理する。

乗り合いタクシーの年間利用者数
8,329人（平成２７年）
→9,200人（令和３年）

・総合交通マップの作成、配布
・デマンド利用登録者の方に案内
プレートを配布

町で集計している
データを用いて計測

9,721人（令和３年度目標達成）
・コロナウイルスの影響により
減少した利用者数は回復傾向に
ある。

上記と同様

在住者の公共交通に対する満足度
４％（平成２７・２８年）
→２０％（令和３年）

上記と同様
アンケート調査

（令和3年度実施）
20%（令和３年度目標達成） 〃

高齢者の巡回バスに対する満足度
４１％（平成２７・２８年）
→６０％（令和３年）

〃 〃 11%（令和３年度目標未達成） 〃

高齢者の乗合タクシーに対する満足度
６６％（平成２７・２８年）
→８０％（令和３年）

〃 〃 32%（令和３年度目標未達成） 〃

笠森霊園来訪者の高速バスの利用割合
７％（平成２８年）
→２０％（令和３年）

〃 〃 2%（令和３年度目標未達成） 〃

通院時の公共交通手段の利用割合（路線バ
ス、巡回バス、タクシー、乗合タクシー）
９％（平成２８年）
→２０％（令和３年）

〃 〃 12.1%（令和３年度目標未達成） 〃

＜地域公共交通計画の評価等結果の様式＞

長南町地域公共交通網形成計画の評価等結果（３年４月～４年３月）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果報告書 

令和 4年２月１７日 

【65歳以上】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長南町の公共交通に関するアンケート調査 
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アンケート実施期間：令和 3年 8月 2日（発送）～8月 16日（ポスト投函締切） 

対象者：令和 3年 7月 30日時点において長南町在住の 65歳以上の町民 1,000人 

※対象者は無作為抽出により選定し、郵送によりアンケート票を発送、回収した。 

回収票数：609票（回収率 60.9％） 

 

 

2－1．回答者の属性 

問１ 回答者の住まい（大字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 回答者の性別  

 

 

 

 

 

 

 

問 3 回答者の年齢（年代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 アンケート結果 

１ アンケート実施概要 

※無回答：2 

順位 選択肢 回答数 割合 順位 選択肢 回答数 割合 順位 選択肢 回答数 割合

1 長南 79 13% 11 小生田 21 3% 21 岩撫 9 1%

2 芝原 48 8% 12 中原 20 3% 22 笠森 8 1%

3 坂本 43 7% 13 山内 18 3% 23 関原 8 1%

4 佐坪 35 6% 14 岩川 17 3% 24 本台 8 1%

5 豊原 33 5% 15 棚毛 16 3% 25 茗荷沢 8 1%

6 市野々 32 5% 16 地引 16 3% 26 須田 7 1%

7 千田 28 5% 17 米満 15 2% 27 深沢 6 1%

8 小沢 24 4% 18 千手堂 12 2% 28 下小野田 6 1%

9 蔵持 23 4% 19 又富 11 2% 29 報恩寺 6 1%

10 水沼 23 4% 20 給田 11 2% 30 今泉 5 1%

31 竹林 5 1%

32 上小野田 4 1%
※無回答：4 

選択肢 回答数 割合

1 男 281 46%

2 女 328 54%

合計 609 100%

選択肢 回答数 割合

1 65～69歳 162 27%

2 70～74歳 168 28%

3 75～79歳 112 18%

4 80～84歳 85 14%

5 85歳以上 80 13%

合計 607 100%

長南地区 26% 東地区 26%

豊栄地区 21% 西地区 26%

地区別の割合
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問 4 回答者の家族構成 

 

 

 

 

 

 

・「その他」で多かった回答：「夫婦と子どもと同居」 16件 

 

 

問 5 回答者が所有し運転できる移動手段 （複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：3 

※無回答：6 

【回答者の属性について】 

・回答者の住まいの地区別割合は過年度（H28）とほぼ同様の結果となっている。 

→H28結果：長南地区 25%/豊栄地区 21%/東地区 27%/西地区 25%/ 

R3結果：長南地区 26%/豊栄地区 21%/東地区 26%/西地区 26% 

・回答者の年代別の状況は 60歳台が 27％、70歳台が 46％、80歳台以上が 27％となっており、70歳台

の割合が最も高い。 

・家族構成は、子どももしくは子ども夫婦との同居、親との同居が最も多く（39％）、次いで夫婦二人暮らし

（34％）となっている。また、「夫婦 2人暮らし」の割合が、H28：25%よりも増加傾向にある。 

・自身が所有し、かつ運転できる移動手段においては、「自分専用の自動車」が最も多く、次いで「家族また

は同居者と共用の自動車」となっており、高齢者の自家用車による移動が多いと予想できる。また、H28

調査結果と比較し、「自分専用の自動車」の所有者数は H28：360人から R3：395人と増加傾向にある。 

 

選択肢 回答数 割合

1 子ども（子ども夫婦も含む）または親と同居 236 39%

2 夫婦２人暮らし 209 34%

3 １人暮らし 88 15%

4 子ども・親以外の親族（兄弟・姉妹など）と同居 17 3%

5 その他 56 9%

合計 606 100.0%

【H28調査結果との比較から推測】 

・夫婦 2人暮らしの世帯の増加 

・自身専用自動車の所有率の増加による高齢者ドライバーの増加 
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2－２．日常の外出状況 

・買い物への外出 

問 6-1 買い物へ行く頻度と時間帯  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6-2 最もよく買い物に行く場所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：25 

※無回答：106 

※無回答：95 

選択肢 回答数 割合

1 ほぼ毎日 61 11%

2 週に2～3日 178 30%

3 週に1～2日 215 37%

4 1ヶ月に数日 60 10%

5 ほとんど行かない 70 12%

合計 584 100%

選択肢 回答数 割合

1 8時半より前 3 1%

2 8時半～12時 250 50%

3 12時～17時 223 44%

4 17時以降 27 5%

合計 503 100%

選択肢 回答数 割合

1 長南町内 52 10%

2 茂原市 367 71%

3 長柄町 0 0%

4 睦沢町 57 11%

5 大多喜町 30 6%

6 市原市 4 1%

7 その他 4 1%

合計 514 100%
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問 6-3 買い物へ行く際の移動手段 （複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・医療機関への外出 

問 6-4 医療機関へ行く頻度と時間帯  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：93 

※無回答：36 
※無回答：155 

選択肢 回答数 割合

1 ほぼ毎日 9 2%

2 週に2～3日 20 3%

3 週に1～2日 21 4%

4 1ヶ月に数日 409 71%

5 ほとんど行かない 114 20%

合計 573 100%

選択肢 回答数 割合

1 8時半より前 16 4%

2 8時半～12時 351 77%

3 12時～17時 75 17%

4 17時以降 12 3%

合計 454 100%
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問 6-5 最もよく行く医療機関名 （自由記述・複数回答可） 

・15票以上回答があった上位の医療機関（全回答者数 457人） 

長南中央病院（121件）、豊栄元氣クリニック（73件）、山之内病院（22件）、塩田病院（21件）、 

宍倉医院（20件）、高田整形外科医院（20件）、睦沢診療所（17件）、長生病院（16件）、牧野医院（15件） 

 

問 6-6 医療機関へ行く際の移動手段 （複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6-7① 買い物、通院を除いた外出のうち、利用頻度の高い移動手段 （複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  「自動車」という回答が多数のため以下は「自動車」による外出状況を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：133 

※無回答：151 
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問 6-7② 自動車による外出先（買い物、通院以外） （複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 6-7③ 自動車による外出先の上位「金融機関」・「郵便局」への外出頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：151 

自動車による金融機関への外出頻度 自動車による郵便局への外出頻度 

＜問 6-7 買い物・通院以外の外出状況＞ 

・移動手段の大多数が「自動車」となっており、日常的な移動に関して自動車依存状況にあることが 

把握できる。 

・自動車による外出先の上位は「金融機関」、「郵便局」となっており、次いで「役場」等の公共施設が多く 

 挙がっている。 

・自動車による外出先への頻度は、金融機関、郵便局ともに「月 1回程度」が最も多い。 
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・公共交通を利用しない理由 

問 7 買い物、医療機関、その他日常の外出の際に公共交通を利用しない理由（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日常の外出状況について】 

・買い物へ行く頻度は「週 1～2日」が最も多く（37％）、次いで「週 2～3日」（30％）となっている。 

また、H28調査結果は「週に数回」が 350人/55%だったが、393人/67%※に増加している。 

※週に 1～2回、週に 3～4回の回答の合計 

・買い物へ行く時間帯は「8時半～12時」（50％）、「12時～17時」（44％）となっている。 

・買い物の行先は茂原市が約 7割を占め、H28調査結果と概ね傾向は同様であった。 

・買い物の際の移動手段は、自家用車（オートバイを含む）の運転が最も多い。また、H28調査結果では、

「自分の運転による車」が 379人だったが、R3は 418人に増加している。 

・医療機関へ行く頻度は「1 ヶ月に数日」が最も多く（71％）、約 7割を占め、H28調査結果と概ね傾向は 

同様であった。 

・医療機関へ行く時間帯は「8時半～12時」が最も多く（77％）、約 8割を占めている。 

・よく行く医療機関は「長南中央病院」が最も多い 121件である。 

・医療機関への移動手段は、自家用車（オートバイを含む）の運転が最も多く、H28調査結果と同数であっ

た。 

・日頃の外出で公共交通を利用しない理由は、「自分で車や自転車を運転して外出したい」が最も多く、 

 次いで「目的地まで行ける公共交通手段が無い」となっている。 

 

※無回答：256 

【H28調査結果との比較から推測】 

・買い物への外出機会の増加 

・マイカーで茂原市へ買い物に出向くパターンの定着 

・買い物、医療機関といった日常的な外出時のマイカー移動の定着 
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2－３．公共交通の利用状況 

・路線バス（小湊鉄道）の利用状況 

問 8-1 路線バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8-2 路線バスを利用する際の主な目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 8-3 路線バスのサービス内容の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：5 

※問 8-1で「全く利用しない」を選択した場合は未回答 

選択肢 回答数 割合

1 病院 19 33%

2 買い物 3 5%

3 金融機関 1 2%

4 長南町役場 2 4%

5 友人・知人・親戚の家 4 7%

6 駅 18 32%

7 勤務先 0 0%

8 その他の目的地 10 18%

合計 57 100%

※無回答：202 

※無回答：56 

選択肢 回答数 割合

1 全く利用しない 491 89%

2 年に数回程度 42 8%

3 月に数回程度 17 3%

4 週に数回程度 3 1%

5 休日（土日祝日）のみ利用する 0 0%

6 雨天など悪天候時のみ利用する 0 0%

合計 553 100%

選択肢 回答数 割合

1 満足 39 10%

2 どちらかというと満足 39 10%

3 どちらとも言えない 254 62%

4 どちらかというと不満 29 7%

5 不満 46 11%

合計 407 100%
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問 8-4 路線バスの運行について不満に感じる点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「その他」で多かった回答：「利用していないためわからない」 23件 

 

問 8-5 今後の路線バスの利用意向 

 

 

 

 

 

「その他」に記載された主な内容 

・車の運転が出来なくなったら利用したい（21件） 

・免許返納後利用したい（9件） 

・将来的には利用したい（6件） 

・バス路線、バス停が近くに無い（5件） 

 

問 8-6 路線バスの運行についての要望（自由意見） 

主な内容 

・本数を増やして欲しい（24件） 

・運転できなくなったら利用したい（16件）  

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：92 

【路線バスの利用状況について】 

・路線バスの利用状況は「全く利用しない」が 89％で過半数を占め、H28調査結果と同様の結果であった。 

・路線バスを利用した外出先は、「病院」が最も多く（33％）、次いで「駅」（32％）となっている。 

・サービス内容の満足状況は「満足・不満のどちらとも言えない」が 62％で過半数を占めている。 

・不満に感じる点は、「運行本数が少ない」が最も多く（198件）、次いで「利用したい時間に運行していない」 

 （171件）、「バス停までの距離が遠い」（124件）となっている。 

・今後の利用意向は、「利用するつもりはない」が 49％で約半数を占めている。 

※無回答：156 

選択肢 回答数 割合

1 利用したい 177 34%

2 利用するつもりはない 253 49%

3 その他 87 17%

合計 517 100%
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・長南町巡回バスの利用状況 

問 9-1 長南町巡回バスの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9-2 長南町巡回バスを利用する際の主な目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 9-3 長南町巡回バスのサービス内容の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：55 

※無回答：2 

※問 9-1で「全く利用しない」を選択した場合は未回答 

 

※無回答：180 

選択肢 回答数 割合

1 病院 7 37%

2 買い物 0 0%

3 金融機関 0 0%

4 長南町役場 9 47%

5 友人・知人・親戚の家 0 0%

6 駅 1 5%

7 勤務先 0 0%

8 その他の目的地 2 11%

合計 19 100%

選択肢 回答数 割合

1 全く利用しない 533 96%

2 年に数回程度 16 3%

3 月に数回程度 5 1%

4 週に数回程度 0 0%

5 雨天など悪天候時のみ利用する 0 0%

合計 554 100%

選択肢 回答数 割合

1 満足 27 6%

2 どちらかというと満足 23 5%

3 どちらとも言えない 298 69%

4 どちらかというと不満 28 7%

5 不満 53 12%

合計 429 100%
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問 9-4 長南町巡回バスの運行について不満に感じる点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「その他」で多かった回答：「利用していないためわからない」 37件 

 

問 9-5 今後の長南町巡回バスの利用意向 

 

 

 

 

 

「その他」に記載された主な内容 

・車の運転が出来なくなったら利用したい（16件） 

・将来的には利用したい、利用するかもしれない（9件） 

・町外への運行があれば利用したい（5件） 

・免許返納後利用したい（4件） 

 

問 9-6 長南町巡回バスの運行についての要望（自由意見） 

主な内容 

・廃止してタクシーを増やして欲しい（13件） 

・不要（12件）  

・町内だけでなく茂原市へも運行して欲しい（10件）、継続して運行して欲しい（10件） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：210 

【長南町巡回バスの利用状況について】 

・巡回バスの利用状況は「全く利用しない」が 96％で過半数を占めている。 

・利用をしている人数は、H28調査結果では、34人 6%であったが、R3は 21人 4%※に低下している。 

※年に数回、月に数回利用する人の合計 

・巡回バスを利用した外出先は、「長南町役場」が最も多く（47％）、次いで「病院」（37％）となっている。 

・サービス内容の満足状況は「満足・不満のどちらとも言えない」が 70％で過半数を占めている。 

・不満に感じる点は、「特に不満は無い」が最も多く（143件）、次いで「利用したい時間に運行していない」 

 （118件）となっている。 

・今後の利用意向は、「利用するつもりはない」が 61％で約半数を占めている。 

※無回答：136 

選択肢 回答数 割合

1 利用したい 122 26%

2 利用するつもりはない 289 61%

3 その他 62 13%

合計 473 100%
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・乗合タクシーの利用状況 

問 10-1 乗合タクシーの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-2 乗合タクシーの利用頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-3 乗合タクシーを利用する際の主な目的地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：65 

※無回答：80 

※無回答：5 

※問 10-2で「全く利用しない」を選択した場合は未回答 

選択肢 回答数 割合

1 病院 44 67%

2 買い物 3 5%

3 金融機関 2 3%

4 長南町役場 5 8%

5 友人・知人・親戚の家 0 0%

6 駅 1 2%

7 勤務先 1 2%

8 その他の目的地 10 15%

合計 66 100%

選択肢 回答数 割合

1 知っていた 447 82%

2 知らなかった 97 18%

合計 544 100%

選択肢 回答数 割合

1 全く利用しない 458 87%

2 年に数回程度 39 7%

3 月に数回程度 27 5%

4 週に数回程度 4 1%

5 雨天など悪天候時のみ利用する 1 0%

合計 529 100%
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問 10-4 乗合タクシーのサービス内容の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-5 乗合タクシーの運行について不満に感じる点（複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「その他」で多かった回答：「利用していないためわからない」 23件 

 

 

問 10-6 今後の乗合タクシーの利用意向 

 

 

 

 

 

 

 

問 10-7 乗り合いタクシーの運行についての要望（自由意見） 

主な内容 

・土日も運行して欲しい（14件） 

・主要な商業施設や病院まで運行して欲しい（13件） 

 

※無回答：192 

※無回答：106 

※無回答：178 

選択肢 回答数 割合

1 満足 86 21%

2 どちらかというと満足 48 11%

3 どちらとも言えない 241 58%

4 どちらかというと不満 24 6%

5 不満 18 4%

合計 417 100%

選択肢 回答数 割合

1 利用したい 244 49%

2 利用するつもりはない 182 36%

3 その他 77 15%

合計 503 100%
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【乗合タクシーの利用状況について】 

・乗合タクシーの認知度は 82％と高い状況にあり、H28 452人 71%調査結果と概ね同水準である。 

・利用をしている人の数では H28調査結果では、85人 19%であったが、R3は 71人 13%※と 

 概ね同様の結果である。※年に数回、月に数回、週に数回、雨天時にのみ利用する人の合計 

・乗合タクシーを利用した外出先は、「病院」が最も多く（67％）で過半数を占め、H28調査結果と同様の傾

向となっている。 

・サービス内容の満足状況は「満足・不満のどちらとも言えない」が 58％で過半数を占めている。 

・不満に感じる点は、「長南町内の移動しかできない」が最も多く（222件）、次いで「特に不満はない」 

 （130件）、「土日祝日等に運行していない」（94件）となっている。 

・今後の利用意向は、「利用したい」が 49％で約半数を占めている。 

【H28調査結果との比較から推測】 

・路線バスと長南町巡回バスは、依然として高齢者の低利用率が顕著である。 

・新型コロナウイルス感染拡大に際し、高齢者の外出への影響がある中、乗合タクシーの利用率に 

 大きな低下は見られていない。 

・乗合タクシーは、高齢者の通院の足として利用されているケースが多い。 
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2－４．運転免許証の所有と自主返納について 

問 11 運転免許証の所有状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 運転免許証を自主返納しない理由（複数回答） 

※問 11で「運転免許証を所有しており、今後も免許を返納する予定は無い」を選択した場合に回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答：69 

※無回答：10 

選択肢 回答数 割合

1 運転免許証を所有しており、今後も免許を返納する予定は無い 352 65%

2 運転免許証を所有していたが、免許返納を行った 41 8%

3 運転免許証を所有しているが、今後免許返納を行う予定 80 15%

4 もともと運転免許証を所有していない 67 12%

合計 540 100%
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※下記の問 13・問 14 は、問 11 で「運転免許証を所有していたが、免許返納を行った」または「運転免許証を所

有しているが、今後免許返納を行う予定」を選択した場合に回答 

 

問 13 運転免許証を自主返納した理由・自主返納したい理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 免許返納後の主な移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運転免許証の所有と自主返納について】 

・回答者の 8割（540人中 432人）が運転免許証を所有している。 

・そのうちの過半数（65％）が運転免許証の返納意志は無い状況にあり、「返納した場合、外出時の移動 

手段が無くなるため」が最も多い（288件）理由である。 

・運転免許証を返納した人、返納予定の人の理由は、「安全運転を維持する自信が無くなったため」が 

最も多い（56％）。 

・返納後の主な移動手段は、「家族の送迎」が最も多く（38％）、次いで「乗合タクシー」（28％）となっている。 

 

選択肢 回答数 割合

1 安全運転を維持する自信が無くなったため 65 56%

2 家族や知人の勧め 10 9%

3 車を運転して外出する必要性が減ったため 7 6%

4 返納後、家族や知人の送迎で外出できるため 12 10%

5 返納後、公共交通を利用して外出できるため 7 6%

6 その他 15 13%

合計 116 100%

※無回答：5 

選択肢 回答数 割合

1 乗合タクシー 32 28%

2 長南町巡回バス 7 6%

3 路線バス 18 16%

4 福祉タクシー 9 8%

5 家族の送迎 44 38%

6 その他 5 4%

合計 115 100%
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2－5．長南町の公共交通全体について 

問 15 長南町の公共交通に対する関心度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 長南町の公共交通の重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 長南町の公共交通の満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【長南町の公共交通全体について】 

・公共交通に対する関心度について、約半数が「関心がある」、「どちらかと言うと関心がある」のいずれか

を選択している。 

・公共交通の重要度について、約 7割が「重要」、「どちらかと言うと重要」のいずれかを選択している。 

・公共交通の満足度について、「満足」、「どちらかと言うと満足」のいずれかを選択した割合は 2割と 

 なっており、満足度は低い状況にある。 

※無回答：88 

※無回答：117 

選択肢 回答数 割合

1 関心がある 169 32%

2 どちらかと言うと関心がある 106 20%

3 どちらとも言えない 140 27%

4 どちらかと言うと関心がない 56 11%

5 関心がない 50 10%

合計 521 100%

選択肢 回答数 割合

1 重要 193 37%

2 どちらかと言うと重要 150 29%

3 どちらとも言えない 141 27%

4 どちらかと言うと重要でない 23 4%

5 重要でない 18 3%

合計 525 100%

※無回答：84 

選択肢 回答数 割合

1 満足 28 6%

2 どちらかというと満足 71 14%

3 どちらとも言えない 281 57%

4 どちらかというと不満 55 11%

5 不満 57 12%

合計 492 100%
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3－1．結果のまとめ 

・自分専用の自動車を所有しているケースが多く、高齢者の日常的な自動車依存度が高い状況にある。 

・買い物、医療機関ともに外出の際には自家用車を利用するケースが多い。 

・買い物は週に 1～2日程度、日中時に利用するケースが多い。行先は「茂原市」が多い。 

・医療機関は 1 ヶ月に数日程度、午前中に利用するケースが多い。行先は「長南中央病院」が多い。 

・買い物、医療機関以外への外出は「金融機関」、「郵便局」が多く、いずれも自動車での移動で、月 1 回程度の

利用が多い。 

・路線バスを利用していない人は、約 9割となっており、今後も利用する意向が無い人は約半数となっている。 

・長南町巡回バスを利用していない人は、96％にまで及び、今後も利用する意向が無い人は 6割を占めている。 

・乗合タクシーを利用していない人は、約 9 割となっているが、今後の利用意向においては、利用希望者が半数

となっている。不満を感じる点では「長南町内の移動しかできない」、「土日祝日の運行が無い」点を挙げる人が

多く、改善が望まれている。 

・高齢者の免許返納状況は、回答者のうち 8％に留まっている。返納しない理由は「返納後の移動手段が無くな

るため」という理由が大多数である。 

・長南町の公共交通への関心度は約半数が「関心がある」としている一方、満足度は低い状況にある。 

 

 

3－2．課題の抽出 

１．高齢者の高い自動車依存 

 買い物、医療機関、金融機関等、日常の生活利便施設への移動において自家用車の利用率が高い。 

同時に運転免許証の返納意向は低く、返納後の移動手段の整備が不十分であることが背景にある。 

 

２．公共交通の利用意思の低下 

 路線バス、巡回バスについては特に高齢者の利用率、今後の利用意向が低く、高齢者のニーズとのミスマッ

チが予想される。 

 

３．乗合タクシーの運行内容の見直しの必要性 

 乗り合いタクシーについては不満が寄せられているものの認知度は高く、今後の利用を望む人は半数程度あ

る。町内限定の移動、土日祝日の運休についての不満が多いため、これらのニーズを踏まえた運行内容に見直

すことで利用者の増加に繋げられる可能性がある。 

3 アンケート結果まとめ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果報告書 

令和４年２月１７日 

【中学生保護者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長南町の公共交通に関するアンケート調査 

資料５－２

－１ 
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アンケート実施期間：令和 3年 10月 21日（発送）～11月 5日（提出期限） 

対象者：長南中学校全生徒の保護者 138人（1年生 41人、2年生 40人、3年生 57人） 

回収票数：108票（回収率 78％） 

 

 

2－1．回答者の属性 

問１ 回答者の住まい（大字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 子供が公共交通を利用する機会はありますか？ 

 

 

 

問３ 公共交通を利用する際の主な手段・行先・頻度を教えてください。 

【手段】 

 

 

 

選択肢 回答数 割合

1 ある 18 17%

2 ない 88 83%

合計 106 100%

無回答 2

選択肢 回答数 割合

1 路線バス 15 71%

2 巡回バス 4 19%

3 高速バス 0 0%

4 タクシー 2 10%

合計 21 100%

無回答 2

2 アンケート結果 

１ アンケート実施概要 

順位 選択肢 回答数 割合 順位 選択肢 回答数 割合 順位 選択肢 回答数 割合

1 長南 11 10% 11 報恩寺 5 5% 21 給田 2 2%

2 坂本 9 8% 12 須田 4 4% 22 岩撫 2 2%

3 豊原 8 7% 13 佐坪 4 4% 23 上小野田 1 1%

4 千田 6 6% 14 山内 4 4% 24 水沼 1 1%

5 又富 6 6% 15 小沢 4 4% 25 笠折 0 0%

6 岩川 6 6% 16 蔵持 3 3% 26 関原 0 0%

7 地引 6 6% 17 米満 3 3% 27 千手堂 0 0%

8 芝原 6 6% 18 小生田 3 3% 28 棚毛 0 0%

9 深沢 5 5% 19 今泉 2 2% 29 本台 0 0%

10 市野々 5 5% 20 中原 2 2% 30 下小野田 0 0%

31 竹林 0 0%

32 茗荷沢 0 0%
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【行先】 

 

 

 

【頻度】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 割合

1 茂原駅 9 60%

2 中学校 3 20%

3 茂原 1 7%

4 千葉 1 7%

5 旧ＪＡ豊栄倉庫 1 7%

合計 15 100.0%

無回答 4

選択肢 回答数 割合

1 年に数回 9 56%

2 月に数回 5 31%

3 週に数回 1 6%

4 毎日 1 6%

合計 16 100%

無回答 2

・公共交通を利用する子供の割合は 17％（18人）となり、83％（88人）が利用していない。 

・利用する際の交通手段は路線バス（15人）、行先については茂原駅（9人）が一番多くなっている。 

・利用頻度については、年に数回（9人）、月に数回（5人）の順になっており、毎日利用する人は少な

い。 
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2 高齢者のご家族についてお聞きします。 

問４ 同居しているご家族に送迎が必要な高齢者はいらっしゃいますか？ 

 

 

 

 

問５ 高齢の家族を送迎する際の主な送迎先と頻度を教えてください。 

【行先】 

 

 

 

【頻度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 割合

1 いる 9 8%

2 いない 97 92%

合計 106 100%

無回答 2

選択肢 回答数 割合

1 病院 8 32%

2 買い物 3 12%

3 長南中央医院 2 8%

4 塩田記念病院 2 8%

5 せんどう 2 8%

6 長南町役場 1 4%

7 茂原駅 1 4%

8 千葉県循環器病センター 1 4%

9 宍倉病院 1 4%

10 豊栄元氣クリニック 1 4%

11 アスモ 1 4%

12 ガッツ 1 4%

13 ハヤシ 1 4%

合計 25 100%

選択肢 回答数 割合

1 年に数回 1 11%

2 月に数回 5 56%

3 週に数回 3 33%

4 毎日 0 0%

合計 9 100%



4 

 

問６ 長南町の公共交通に関する関心度を教えてください。 

 

 

問７ 長南町の公共交通の重要度について考えを教えてください。 

 

 

問８ 長南町の公共交通に関する満足度をお聞きします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢 回答数 割合

1 関心がある 29 30%

2 どちらかというと関心がある 22 22%

3 どちらとも言えない 32 33%

4 どちらかというと関心がない 10 10%

5 関心がない 5 5%

合計 98 100%

無回答 10

選択肢 回答数 割合

1 重要 45 46%

2 どちらかと言うと重要 28 29%

3 どちらとも言えない 19 20%

4 どちらかと言うと重要でない 4 4%

5 重要でない 1 1%

合計 97 100%

無回答 11

選択肢 回答数 割合

1 満足 1 1%

2 どちらかと言うと満足 10 10%

3 どちらとも言えない 32 33%

4 どちらかと言うと不満 29 30%

5 不満 25 26%

合計 97 100%

無回答 11
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問９ 長南町における、公共交通に対するご意見・ご要望があれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【高齢者のご家族について】 

・送迎が必要な高齢者がいるご家族は 8％（9人）となり、主な行先は病院や買い物となる。 

・高齢者の送迎の頻度は月に数回（56％）、週に数回（33％）の順となっている。 

・公共交通に関する関心度、重要度は高くなっているが、満足度に関しては不満と感じる人が多い

事から改善が必要と考えられる。 

 

・近年高齢者の事故や、車のマナーの悪さ等が多い時代となり中学生もバス通学を考える時期なの

かと思う。近隣の町でも中学生のバス登校をやっている町もあるので、長南的も検討していただきたい 

・巡回バスの登下校の時間に合わせてもらえると、怪我をして自転車に乗れない時に使えていいと思

う。 

・最寄り駅が茂原駅なので小学校から茂原市内までの移動手段を考えてほしい。 

・バスに乗る人は少なくなるため、乗合タクシー等の利用を検討する方が効果的だと思う。 

・高速バスが廃止になってしまった。せっかく新しいものができても利用者が少なくなくなってしまい、ま

た不便に戻ってしまう。高速バスも路線バスも乗れる時間が少なく利用しづらい面もある。不便だと人

も住み続けなくなる。何とかした方が良いと思う。 

・茂原駅や大多喜駅に行く為にバスの本数が少ないのと、自宅からバス停が遠いので不便。通学時

間のバス本数が少ないので満員になってしまっている。 

・高校入学のために、自宅～バス停までは自転車で行かなくてはならないが、バス停付近に自転車を

置いておくスペースなどもないので、所々に町などが管理してくれる駐輪場などがあると良いと思って

いる。 

・町内巡回バスはもちろん便利ですが、茂原駅までのシャトルバスなどがあると更に連携できて良いと

思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果報告書 

令和４年２月１７日 

【笠森霊園利用者】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長南町の公共交通に関するアンケート調査 

資料５－３

－１ 



 



1 

 

 

 

アンケート実施期間：令和 3年 10月 8日（発送）～10月 29日（ポスト投函締切） 

対象者：令和 3年 10月 1日時点において、長南町笠森霊園利用者 200人 

※対象者は無作為抽出により選定し、郵送によりアンケート票を発送、回収した。 

回収票数：127票（回収率 64％） 

 

 

2－1．回答者の属性 

問１ 回答者の住まい（大字）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 アンケート結果 

１ アンケート実施概要 

問１　あなたの性別・年代を教えてください。

【性別】

選択肢 回答数 割合

1 男 78 62%

2 女 48 38%

合計 126 100%

回答なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１1

【年代】

選択肢 回答数 割合

1 30代 1 1%

2 40代 6 5%

3 50代 15 12%

4 60代 31 25%

5 70代 38 30%

6 80代 28 22%

7 90代 7 6%

合計 126 100%

回答なし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１1

問2　どちらにお住まいですか？

選択肢 回答数 割合

1 東京都 67 53%

2 神奈川県 60 47%

合計 127 100%
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問3 笠森霊園を訪れるために、利用している主な交通手段について教えて下さい

【交通手段】

選択肢 回答数 割合

1 車 87 70%

2 鉄道 33 27%

3 高速バス 2 2%

4 その他 2 2%

合計 124 100%

【複数の交通手段】

選択肢 回答数 割合

1 車・鉄道 1 33%

2 鉄道・高速バス 2 67%

合計 3 100.0%

【降車場所】

選択肢 回答数 割合

1 高速バス駐車場 1 25%

2 長南駐車場 1 25%

3 市原鶴舞ＢＴ 2 50%

合計 4 100%

【鉄道降車駅】

選択肢 回答数 割合

1 五井 21 64%

2 茂原 10 30%

3 五井又は牛久 1 3%

4 錦糸町 1 3%

合計 33 100%
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問 4 長南町公共交通に対するご意見、ご要望があれば教えてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

【集計結果まとめ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【降車後移動】

選択肢 回答数 割合

1 路線バス 14 39%

2 タクシー 4 11%

3 その他 18 50%

合計 36 100%

・高速バスの廃止により交通手段がなくなり不便になった。 

・路線バスの本数が少なく不便に感じる。 

・茂原駅から笠森霊園の路線バスを今後も継続してほしい 

・公共交通の利便性を高めていただきたい 

・五井駅から路線バスで行けるようにしてもらいたい 

・お盆・お彼岸の時期に臨時バスを運行していただきたい。 

・以前のように笠森霊園前にバス停をつくっていただきたい 

 

 

【その他】

選択肢 回答数 割合

1 渚石材送迎バス 16 89%

2 車 1 6%

3 行かない 1 6%

合計 18 100%

無回答 106

・利用者の年代については 60代以上が全体の 80％となっている。 

・主な交通手段としては自家用車（87人）が最も多く、次に鉄道（33人）となっている。 

・鉄道利用者の降車場所は主に五井駅、茂原駅となり、降車後の移動手段は路線バスやタクシーとな

る。 

・ 

 


